
2023年度「新採聞き取りアンケート」の結果 

２０２４年２月 熊本県教職員組合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 新採研で困ったり負担に感じたりすることはありますか。 
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文科省の調査によると、２０２２年度に公立小中高校と特別支援学校で精神疾患を理由に

休職した教員は、２０２１年度より６４２人多い６５３９人で過去最高でした。精神疾患で

１カ月以上の病気休暇を取得した人を含めると１万２１９２人に上っています。休職と病気休

暇を合わせた割合を年代別で見ると、若手ほど高くなり、２０代の２．０２％が最も高い結

果となっています。 

そこで、２０２4年 1月に熊本県教職員組合は、若い年代の教職員の実態を明らかにし、こ

れからの働き方改革、そして働きやすい職場づくりに生かしていくために県内の新採の先生

にアンケートに回答してもらいました。 

小学校８６人、中学校４９人の計１３５人からアンケート回収できました。（３５％）職種

別では、教諭が１２１人、養護教諭が６人、栄養教諭が 1 人、事務職員が 7 人でした。以下

は、そのアンケートの結果です。 

 ６０％の新採が「ある」と回答している。 

「ある」と回答した新採の具体例は下記の 

ようなものが出された。（一部抜粋） 

 

・学級を空けるとき代わりに入れる先生が、 

足りない。 

・研修が多い。勤務時間外に研修がある場 

合がある。 

・同じような研修があり、研修後のレポー 

トが書きにくい。 

・新採は、他の先生方が行う業務に研修が加わる。勤務時間内では終わらない。 

・研修がありすぎて、担任クラスの学級経営や、授業がおろそかになりました。 

・他校では書かなくて良いと聞いた報告レポートが負担だった。 

・教育論文作成が負担だった。 

・後補充の教員がおらず、クラスが落ち着かなかった。 
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２ 学校で働くことになっての悩み 

 

 悩みとして多かったのは、「仕事が多すぎる」「授業のこと・教材研究」「保護者や子どもとの関係」の

３つだった。 

 

３ 勤務時間について 

① 出勤時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 退勤時刻 
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③ 休日の出勤日数 

教諭の小学校・中学校別の休日出勤日数（ひと月８日あたり） 

 

④ 持ち帰りの仕事は週７日間で合計何時間になりますか。 
 

 

３ 勤務時間についてのまとめ 

① 出勤時刻 

７時３０分前に７９人が出勤しており（５９％）、午前７時前にも２２人（１６％）が出勤している。

早めに出勤している新採が多いことが伺える。 

 

② 退勤時刻 

午後６時前に退勤しているのは１０人（７％）。午後７時以降は６５人（４８％）である。午後８時

以降も１９人（１４％）である。 

 

③ 休日出勤 

グラフは教諭の休日出勤を表している。中学校は４日以上が３３人（７５％）であり、部活動の試

合や練習のためだと思われる。小学校は、中学校と比べると休日出勤をする教諭は少ない。 

 

④ 持ち帰りの仕事 

１週間で６時間以上の持ち帰りをしている教諭は、小中学校合わせて６５人（８０％）。日常的に持

ち帰りの仕事をしている実態がある。 

 

【まとめ】新採の勤務の実態は、時間外勤務時間が多く、仕事に追われている。特に中学校は部活動で 

休日にゆっくりできない実態がある。 
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５ 部活動は担当されていますか。 

 今回のアンケートで、中学校の教諭４５人の全員が部活動を担当しているとの回答であった。部活動

で課題だと思われることについての記述は以下の通りである。 

 

・土日の休みが部活動の練習や試合でなくなってしまい、時間外勤務が増える。 

・経験者でないので、専門的な指導ができない。 

・試合の引率がつらい。週末２日連続のときがある。 

・保護者との連絡が、午後９時以降になるときがある。 

・地域移行がスムーズに進まない。 

・大会での宿泊・遠征費が出ない。 

・部活動の成果（試合に勝つこと）を過度に期待されること。 

・時間を取られてリラックスできる時間が少ない。 

 

６ 教育論文は提出しましたか。（提出予定ですか） 

 回答は「はい」が５７人、「いいえ」が７６人だっ

た。１０年前に比べると、教育論文を書く新採の割

合は少なくなってきている。教育論文の募集を中止

した自治体や新採の負担を減らす工夫をしている自

治体が増えてきている。交渉等で、教育論文につい

て話題にしてきた成果であるといえよう。 

 

 教育論文を「提出した理由」「提出しなかった理由

は以下の通り。（抜粋） 

【提出した理由】 

・管理職からすすめられたから。 

・町教育委員会から提出を求められているから。 

・新採研の計画に入っていたから。 

・義務だと思いました。が、とてもきつかったです。 

・新採 3年のうち 1回は必ず出すように言われたから。 

・新採としてこの１年学んだことの成果をまとめるため 

 

【提出しなかった理由】 

・出さなくていいから。 ・募集がない。 ・今年は○○市ではないため。 

・○○市は、初任 2年目からになっている。 

・書けなかったから。 ・必要性を感じていないため 

・出さないか?と言われたが、同期の友達に相談して、出さないことにした。 
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６ 学校で困ったとき、相談できる人はいますか。 
 「いる」が１３３人、「いない」が２

人だった。 

 相談できる人は、「先輩の教職員」が

一番多く、か「管理職」「同期の教職

員」と続いた。 
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